
（別紙３）

～ 令和7年　11月　20日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ 令和7年　9月　30日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動案を職員間で共有、検討する時間を作る。
子どもの成⾧具合をもっと密に職員間で共有することでより
良い活動に繋げる。
個別課題への取り組みを強化する。

2
子どもの成⾧度合いに応じたルーティン化や活動内容のブ
ラッシュアップを行ない、より子ども一人一人にフォーカス
した身辺自立に向けた療育内容を取り組んでいく。

3
もっと気軽に保護者が相談出来るような場を設ける。
保護者向けに必要な研修を行なうことでより保護者支援を強
化していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保育園や幼稚園、児童館などにパンフレットを置いてもらう
等、教室の存在をアピールするとともに、合同で出来るイベ
ントなどを模索していく。

2
従来のイベント以外にも小規模の交流の機会をもっと増や
す。
誕生日会を親子参加型に戻し、交流の機会を作る。

3
職員ごとの意識改革。
管理者・児発管が朝礼・昼礼で必要な情報を適宜伝えるとと
もに、全職員にLINEを活用した情報共有を進める。

活動内容が多岐にわたり子どもたちが楽しめる

多様な職員がいることで、活動内容も様々な目線から作成が出
来る。
毎月職員から活動案を募っている。
その日の終わりに振り返りを行うことで、次行う際にブラッ
シュアップした活動が出来る。

身辺自立に向けてQOLの向上を目指す
プレ保育として通所時のルーティン化や活動においても集団・
個別・粗大・微細など将来に向けた身辺自立を行なっている。

保護者支援
モニタリング面談時だけではなく、日頃の送迎時、LINE、電
話等随時相談に対応している。学校・行政・相談支援や併用先
の事業所と情報共有、連携を図っている。

職員間での迅速な情報共有
報告・連絡・相談の徹底がされず、全ての職員に共有が出来て
いない。（非常勤職員まで伝わらない）
LINEや紙面での共有が一部職員のみの活用に留まっている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の保育園や幼稚園等、同じ地域内での交流が少ないこと
既存児童の通う保育園との関係性が児童を担当する先生だけに
なっているため、交流の機会が無い

保護者会など、保護者同士の交流の場をもっと行う必要がある

年に１回、保護者会や還元イベントを開催しているが、共働き
のご家庭が多いこともあり、なかなか参加が難しいご家庭があ
る。そのため、保護者間での交流が難しいご家庭もある。ま
た、開催回数が少ないことも要因。

令和7年　9月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　11月　28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら川越岸町教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和7年　10月　15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 令和7年　11月　20日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ 令和7年　9月　30日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動案を職員間で共有、検討する時間を作る。
子どもの成⾧具合をもっと密に職員間で共有することでより
良い活動に繋げる。
個別課題への取り組みを強化する。

2
子どもの成⾧度合いに応じたルーティン化や活動内容のブ
ラッシュアップを行ない、より子ども一人一人にフォーカス
した身辺自立に向けた療育内容を取り組んでいく。

3
もっと気軽に保護者が相談出来るような場を設ける。
保護者向けに必要な研修を行なうことでより保護者支援を強
化していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域の児童館に問い合わせ等行い、利用にあたっての情報を
仕入れる。
児童館以外にも地域の行事に参加出来るよう日頃から児童に
対し社会や公共施設のルール・マナーを教えていく。

2

従来のイベントだけではなく、職員・保護者も交えて行える
BBQや運動会などを検討していく。また、小規模の交流の場
を定期的に設ける事でなかなか参加が難しいご家庭にも参加
出来るようにする。

3
地域で行われている放デイ協議会への参加。特別支援学校で
行われる事業所向けの学校公開日に、他事業所との交流・情
報交換を行なって連携を図る。

地域の児童館や、同じ地域内での交流が少ないこと
外出イベントの固定化。
地域の児童館の情報がない。

保護者会など、保護者同士の交流の場をもっと行う必要がある

年に１回、保護者会や還元イベントを開催しているが、共働き
のご家庭が多いこともあり、なかなか参加が難しいご家庭があ
る。そのため、保護者間での交流が難しいご家庭もある。ま
た、開催回数が少ないことも要因。

他事業所との連携が少ない
１で挙げた通り地域内での交流が少ないため、他事業所につい
ての情報・案内等が出来ない。

身辺自立に向けてQOLの向上を目指す

身辺自立に向けた通所時のルーティン化や活動を通して子ども
が将来一人で自立出来るよう集団や個別の課題に取り組んでい
る。室内での活動だけではなく、室外での外出機会を設けるこ
とで社会のルール・マナーを学べる場を提供している。

保護者支援
モニタリング面談時だけではなく、日頃の送迎時、LINE、電
話等随時相談に対応している。学校・行政・相談支援や併用先
の事業所と情報共有、連携を図っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

多種多様な職員がいることによる活動内容の豊富さ

多様な職員がいることで、活動内容も様々な目線から作成が出
来る。
毎月職員から活動案を募っている。
その日の終わりに振り返りを行うことで、次行う際にブラッ
シュアップした活動が出来る。

○事業所名 こぱんはうすさくら川越岸町教室（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和7年　10月　15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年　9月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　11月　28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


